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蝦夷ヶ島時代に記録された水生植物への照射より得られた知見

〜特に注目される暖地性一熱帯性植物について〜

外山雅寛

はじめに

北海道は、本草学的な研究は本州に比較すれば、その 

歴史は浅く、その資料も極く限られてくる。それ故にそ 

れらの資料に目を通すことは容易である。

現在まで、いく人かの人々により、本草学的な資料に 

ついて研究されてきた経緯は見られるが、それらは主に 

アイヌの利用植物（食用植物•薬用植物）の調査やアイ 

ヌ語植物名の研究という立場からの調査であって、植物 

分布の研究という立場からの調査はなかったようである。

筆者は、蝦夷地で記録された現存資料で重要と思われ 

るものを植物分布の視点から調査することによって、北 

海道分布になっていない植物で、今からそう遠くない時 

代に絶滅したものがあるという知見を得たので報告して 

おきたい。範囲は水生植物にしぼっている。

1 ) 蝦夷地の本草学小史

北海道本島のフロラ研究史は江戸幕府の命令による阿 

部友之進（将翁）の1727年 （享保12年） • 1729年 （同14 

年）の 2 回の蝦夷地踏査を最初とするが、 この2 回の調 

査では水生植物の採集は皆無であった。

その後には約70年間もの空白の時代が続いたが、幕府 

西丸与力小林源之助が1792年 （寛政 4 年） 2 月、最上徳 

内 •和田兵太夫の樺太調査に同行のため江戸を出発、途 

中西蝦夷でも、目的地樺太においても動植物等を描き、 

植物26科53種を収めた「蝦夷草木図」をつくった。 この 

図譜には「名不知」と書かれているものを多数含んでい 

るが、宮部金吾博士によって種名の解説がなされている0

以上はいずれも本格的な調査ではなかったが、その後 

1799年 （寛政11年）幕命による薬園総監渋江長伯の蝦夷 

地採薬調査 （ 1 行34名中に土岐新甫•画家谷元旦等がい 

た）がなされ、最も多数の標本が得られている。 この時 

の踏査範囲は松前から厚岸に至るまでの東蝦夷地の連続 

した調査で、その標本の1 部は北海道大学農学部植物図 

書宮部文庫蔵として手厚く保存されている（北大蔵の標

本は全部で22冊で欠冊がある）。

その欠冊部分は別ルートで移動していたことが明らか

で、故白井光太郎著「渋江長伯氏採集の腊葉」 （明治44 

年 2 月刊一「博物之友」第11巻第80号）に 「医学博士三 

宅秀先生より所蔵の植物を鑑定してくれとのことで、明 

治43年11月25日同氏の邸に至り、古代の腊葉を見ること 

を得た0 同氏の説に、 この腊葉は維新後まもなく之を本 

所の古道具屋で見い出し、珍しき物故買取りおきしも、 

何人の作製せしやを知らず。」 （以下略）とあり、全腊 

葉51冊と 2 包の中に「北遊草木帳」 5 冊があり、後白井 

博士によって渋江氏採集のものと鑑定されたことにより、 

これが北大蔵の欠冊部分をうめる資料であることが不動 

のものとなった0

白井光太郎 （ 1 9 1 1 )によると、渋江長伯の管理してい 

た巣鴨薬園は維新の際までそのまま続き、その場所は植 

木屋長太郎という家の先と述べられている。渋江長怕の 

腊 葉 帳 「北遊草木帳」などは、その薬園（現在の植物園 

にあたる）に保存されていたものと思われ、薬園の廃止 

とともに2 つのルートで分散したと推定される。また、 

北大蔵分は、 もと帝室博物館にあったものが牧野富太郎 

氏に払下げられ、宮部金吾氏が譲り受けたものである 

(北海道最古の植物標本となっている）。 全部そろうと 

植物は500種を越える数になり、採集地•年月日も記入 

されている。

渋江長伯が江戸を立ったのは寛政11年 3 月24日、松前 

に上陸したのは4 月22日で、厚岸に到着したのは7 月 2 

日、帰路は同じコースを通り、 9 月27日江戸着となって 

いる。

この踏査の紀行として長伯は「東遊奇勝」13巻 （図画 

は谷元旦）、谷元旦は「蝦夷紀行」 （写本で「蝦夷秘録」 

となっているものがあるが同じもの）、そして土岐新甫 

(渋江長伯の門下生）は 「東遊記」 （内容は奥羽） をま 

とめた（いずれも寛政11年）。

図画の中で最も重要なものは、採薬調査の折元旦が旅
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先で描いたものをまとめた「蝦夷草木写真」で植物の種 

数は2 8 2 種を収録した。しかしこの原本は行方不明となっ 

ていて、北海道大学にはその写本「蝦夷採薬草木図」 

(写本 2 冊）が宮部文庫蔵として保存されている（この 

写本では植物数が234種となっており原本より48種が減 

となっている）。

さらに帰着後、門下生の土岐新甫は長伯の標本を基に 

して「東夷物産志」をまとめた（原本は現存しない。- 

旧宍戸昌氏蔵本によると草之部1 6 2種、木部付竹として 

58種、芝部11種、その他植物以外の薬物等も収録してい 

る）。

また、江戸勤務薩摩藩侍医曽占春は長伯の腊葉を鑑定 

した結果をまとめて「蝦夷草木志料」を著わした。

それより後年著されたものとして年代不明の温井享著 

「蝦夷広覧」 （蝦夷地の動植物にもふれているという）、 

小野蕙畝自筆草稿「蝦夷地腊葉」 （上野益三著「日本博 

物学史」にも未載の新出資料）、1845年 （安政元年）宍 

戸 磯 著 「蝦夷物産誌」 （植物80種を収録する）があるほ 

か、安政年間蝦夷地をくまなく踏査した松浦武四郎の著 

した多くの資料が残されている。

2 ) 江戸時代の文献資料に記録された水生植物 

前項で蝦夷島の本草学小史についてふれてみたが、ほ

んの概要に過ぎないものである。小史の中で出てきた文 

献資料のうち、筆者が目を通すことができた主要なもの 

から水生植物をリストアップすると次のようである。

A 小林源之助著「蝦夷草木図」 （寛政 4 年-蝦夷草 

木写生図に同じ）

ミズバショゥ（松 前 江 差 産 4 月上旬） 1 種を収載す 

るのみである。

B 谷元旦著「蝦夷草木図」 （寛政11年 「蝦夷草木写 

真」原本よりの筆写本）一宮部ノートに記録された 

ものを利用した）

ザゼンソウ（福島村） •ミズドクサ（有川村） •フト 

イ （ユウべツ産•函館産） •ヒツジグサ（勇払産） ・コ 

オホネ（イルシカべツ産） •マコモ•ミクリ（勇払産） ・

ミゾソバ（勇払産） •ミズバシヨウ・リュウキンカ（三 

石産） •バ イ ヵ モ （三石イマニ産） •ホソバヌマゼリ 

(シラヌカ産）282種中水生植物は以上12種 （地名は当時 

代のもの）

C 渋江長伯採集腊葉帳（寛政11年 北 大 蔵 ）

ウミニラ（寛政11年 8 月13日ーシャバオマイ） •ミッ 

ガシワ（同年 5 月10日ーノボリべッ産） •ョ シ （同年 5 

月10日ーノボリべツ産） ・ヒオウギァヤメ （同年 5 月16 

日ーァヅマべッ産） ・ェゾノヒツジグサ（同年5 月16日一 

ァヅマべッ産） •コオホネ（同年 5 月16日ーァヅマべッ 

産） •ァ ヤ メ （同年 6 月17日ートウフイ産） •サジオモ 

ダ カ （同年 6 月19日ーオコッナイ産） •サンカクイ（同 

年 6 月19日ーオコツナイ産） •ホソバヌマゼリ（同年 6 

月24日ーシラルカ産） ・ェゾノヒルムシロ（同年 6 月28 

日ーコンブムイ産） •ミズドクサ（同年 6 月28日ーコン 

ブムイ産） •ミズバショウ（同年ェトモ産、採集月日不 

明） •ト ク サ （同年勇払、採集月日不明） •ヒメョシ 

(同年三石、採集月日不明） •ザ ゼ ン ソ ウ （同年デバゥ 

シ採集月日不明） 以上16種を記録

D 小野蕙歒自筆草稿「蝦夷地腊葉」 （年代不詳）

ホタルイ・ハナショウブ・ミズアオイ•エンコウソウ・ 

ト ク サ 以 上 5 種 （いずれも産地データの記録なし）

E 宍戸璣著「蝦夷物産誌」 （安政元年成立-川上滝 

彌氏筆写本）

フトイ・トクサ•セリ.ワサビの4 種を記録するのみ 

である。

F 幕末の蝦夷地探検家松浦武四郎の野帳

ミズバショウ・ミズアオイ・ヒメヨシ• ヒルムシロ・ 

ショウブ•マコモ•アヤメ.アサザ・アマモ・アカウキ 

クサ•サジオモダカ•オモダカ•サンカクイ•サンショ 

ウモ•キンギョモ・ガマ•ハナショウブ・トクサ・ヌマ 

ゼリ• ヨシ•マツモ・ワサビ•セリ・ササモ・ミゾソバ・ 

オオゼリ•ウシノシッペイ・タガラシ・カワデシヤ・ミ 

ズオオバコ•ザゼンソウー以上32種 （但し、産地等の詳 

細は記されていない）〇

これまでピックァップした蝦夷ヶ島時代の記録になる 

水生植物は文献により重複するものがあるが、それらを 

合すると、幕末までに記録された植物の大要をとらえる 

ことができる。

中でも採薬使渋江長伯氏採集による腊葉は、採集地、 

採集年月日を記録、各標品ごと全部宮部金吾博士によっ

— 16 —



水 草 研 会 報 Nol 46 ( 1 9  9 2 )

て再同定されている点で最も貴重な資料である。また、 

種によっては現存する日本最古の標本をも含んでいる。

また、データこそ欠くが、長年月蝦夷地全域を精細に 

調査した松浦武四郎は、前述のように多くの水生植物を 

記録しただけでなく、その中に暖地性、南方系植物を含 

んでいることは注目すべきことである。

3 ) 松浦武四郎の略歴と記録された暖地性、南方系植物

A 松浦武四郎の略歴（特に本草家を中心として）

1818年 （文政元年）伊勢国一志郡雲出川南岸須川村に 

て紀州領郷士の4 男として出生。 1830年 （天保元年）松 

平楽斎の塾で論語を読む （ 13歳）。1834年 （天保 5 年） 

(当時17歳）、家出のかたちで諸国を遍歴、全国の山川 

を踏破し、1845年 （弘化 2 年）、28歳の時蝦夷地に渡り、 

島内はもとよりカラフト•千島まで足跡を残し半生を北 

方探検にささげた。 この間日本国中の一流の文化人多数 

と交友を深めた。

本草家としての武四郎は山本亡羊の門人で、あらゆる 

本草書を読破していたようで、蝦夷地では多数の動植物 

を記録、刊本になったものに動植物の優れた色彩版画を 

そえられている。北方探検の折に書きとめた野帳にはあ 

りとあらゆることが見え、多数の生物画を残し、紙数は 

2000丁を越えている。

白井光太郎氏 (1 9 1 1 )はその著書「渋江長伯氏採集の 

腊葉」の中で「幕府時代に蝦夷地に行った人は多くはな 

い。また蝦夷地へ行った人はあっても腊葉を作って持ち 

帰る人はない。」 と記しているが、武四郎は蝦夷地で腊 

葉を作った本草家の1 人でもあり、それ等は当然持ち帰っ 

ているはずで、証拠品としたであろうし、収集癖の強い 

人だった。前掲の小野著「蝦夷地腊葉」は、長伯でも、 

武四郎でもないもう1人の別人が作った腊葉の目録（新 

出資料）で、少なくとも蝦夷地で腊葉を作った人が3 人 

はいたことが確実である。

松浦武四郎 （ 1 8 6 2 )の 「天塩日誌」に 「……前略…… 

またミキは木賊（シフシフシ）にてスギナの如き葉を生 

し筆頭菜（ツクシ）の如き穂を生ぜし物見たり。腊葉と 

し物産家に審にたぐ木賊の奇品と答えるのみ。」と書か 

れているが、疑問に思った植物はすべてを腊葉として持 

ち帰ったようで、同著の他の日誌の中に、ギンリョウソ 

ウモドキの腊葉作製での失敗談等も記録されている0

B 松浦武四郎の記録した暖地性-熱帯性植物につい

ての種ごとの検討

松浦氏記録の水生植物のうちで、分布上特に注目され 

る種は、アサザ・アカウキクサ・サンショウモ・カワデ 

シャ・ミズオオバコの5 種である。今、その種ごとにつ 

き分布上からの検討を試みてみたい。

( 1 ) アサザ

了 サ ザ N y m p h o id e s  p e lt a t a O .K untze は暖地性、 

南方系の水生植物で、古い文献ではリンドウ科、新しい 

文献ではミツガシワ科植物となっている。 日本での分布 

を見ると、本 州 • 四国 •九州となっており、国外では満 

洲 •台 湾 •朝 鮮 • その他旧世界の温帯圏がその分布範囲 

となっている。北海道には分布が知られていない。

大滝末男 （ 1 9 8 0 )によれば、 日本における北限は青森 

県小川原湖とされている。 しかし、 この植物が北海道に 

分布できたことは、ほぼ確実なものと思われる。その有 

力な根拠は、武四郎自身が名のある本草家で、当代の一 

流といわれる本草学者達との交友関係が広く、達見を持っ 

た人であったこと。蝦夷地にアサザと見間違うような類 

似植物が存在しないこと。植生状況を記した文から自生 

地が歩いても渡れるような浅水であったこと等を考え合 

わせて確実な分布である。

その自生状況を記録した文を引用しておきたい。

松浦武四郎 （ 1 8 5 9 )の著書：戊午紀行蝦夷山川地理取調 

日 誌 全 62巻 （稿本）中 「由宇婆利日誌」 巻の一より 

「☆ ラフシトウ此沼周廻凡七八里有と云0 其周り蘆 

萩•蒲等欝叢として生たり。然し其沼さして深くも無が 

故に芰実多く☆荇菜一面に生じ谷地同様に成、其内を行 

こと凡三里計有るが由なるが、縦横に小川すじ通りて、 

其本川と相違して行先無処え入ることも有とかや。其処 

船を岡の方に引越にして」一1857年 （安政 4 年） 7 月 7 

日の記録である0

〇ラフシトウー現在の石^=国夕張郡にあった巨大な沼 

で早い時代に消滅した。石狩から苫小牧へ到達する 

までに当時多くの巨大沼が石狩低地帯にあったので 

交通のための水路として利用された。水のない所は 

「ひき船」といって船を引き、石狩から苫小牧に到 

達することができた0 1857年 （安政 4 年）武四郎が 

7 月石狩;11から千 歳 }11を遡上り最初に出会った巨大 

沼がラフシトウだった。流木多量に重畳し、雨天の 

場合は船行困難となることがあったようである。

〇荇菜ーアサザの漢名である。

• アサザの北限として現在は青森県小川原湖が示さ
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•松浦武四郎著東西蝦夷山川地埋取調図（十）より現在の夕張郡に相当する部分を引用した。「ラフシト 

ウ」は原図では「ウントウ」となっている。

•1827年 （安政4 年） 7 月 7 日最初に見た巨大沼で、アサザの大群生をそこで観察した。

•明治11年刊の森丈助製図「改正大日本地図」によればこのラフ シトウはまだ現在のウトナイ湖の3 倍ほど 

もあったが、その後に刊行された「石狩国植民地選定概図」（明治24年、北海道庁）では、すっかりやせ 

細ったラフシトウが描かれている。

- 1 8 -



水 草 研 会 報 Na 46 ( 1 9  9 2 )

午 第 二 番 多 気 志 楼 （松 浦 武 四 郎 安 政 五 年 第 二 番 野 帳 ）
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いろは順に整理された植物名の記録のうち関係分のみを示した。

〇 1段目：カワデサとその漢名「水 苣 」が解読される。

〇 2 段目：アサ < とその漢名「杏菜」及びアカウキクサとその漢名「満江紅」が解読される0 

〇 3 段目：サンシャウモとその漢名「 葉蘋」が解読される。

〇 4 段目：ミヅヲホバコとその漢名「龍舌草」が解読される〇 •
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れているが、幕末までは石狩低地帯夕張郡まで分布 

していたことは上述の旧記より明らかで開拓、干拓 

によって沼の消失とともにアサザも消滅の過程をた 

どったもののようである。本記録は当時の植生状況 

が伝えられ、分布位置もはっきりしているだけに貴 

重な記録である。現在ではこの沼はないが、 「鶴沼」 

(夕張郡）という地名だけが当時のラシフトウの形 

見として残されている。伊藤浩司 （ 1 9 8 7 )著 「北海 

道高等植物録」に石狩を示す。

(2) アカウキクサ

アカウキクサ 7120ZZa Z m 6rZ ca ia (R oxb .)N aka i の 

近似種としては、オオアカウキクサ？IzoZZa ja p o n ica  

F r. et S a v .が知られ、 日本産のアカウキクサ類では 

2 種のみが確認されている。いずれも水生のシダ植物で 

ある。前者アカウキクサは暖帯一亜熱帯性要素の植物で 

本 州 •四 国 •九 州 •沖縄に分布、国外は朝鮮南部•台湾・ 

中国大陸•インド•アフリカ等での分布が明らかにされ 

ている。志村義雄 (1 9 7 3 )はその北限を静岡県とし、大 

滝 末 男 （ 1 9 8 0 )は最新の資料に基づき、その北限を関東 

(東京都日野市）と報告している。

このようにして見ると、蝦夷地で松浦武四郎が記録し 

たアカウキクサの分布は、その生態上からも無理があり、 

恐らくはその近似種オオアカウキクサとの誤同定と推定 

される。 しかし、このオオアカウ牛クサでさえ、現在な 

お北海道での分布の確認がなく極めて貴重な記録である。

現在のところオオアカウキクサは、日本の特産種とさ 

れ、生態的には前者アカウキクサより耐寒性が強く、大 

滝 末 男 （ 1 9 8 0 )は、国内での北限を福島県と新潟県とを 

結ぶ線を以って示されたこと、他に類似植物がないこと 

等を考え合わせて武四郎の記録したアカウキクサはオオ

アカウキクサであったに違いない。

今のところ植物名の記載しか見当たらず、それをどこ

でいつ観察されたものかは、さらに資料の探索を通して 

みなければならない。再確認されず、絶種したと思われ 

る0

(3) サンショウモ

サンショウモ Sa lu in la  n a ta n s  (L .) A l l . は国内で 

は 1 属 1 種を産するが、大滝末男 （ 1 9 8 0 )によれば、世 

界に 1 属12種ほど知られているという。

その大部分は熱帯性の水生のシダ植物である。日本産 

のサンショウモは暖地性（暖帯性要素）のもので、国内 

では、本州 • 四国•九州本土の分布が示され、北海道に

は記録がない。国外では朝鮮• 中国大陸*台湾等を含め 

たァジァ東部•インド.ヨー□ッバ•北米にも分布が知 

られている。

武四郎の蝦夷地での踏査野帳に記録されたのが最初の 

もので、類似植物が他にないことから確実な記録と思わ 

れる。筆者もこの植物を北海道に求め続けてきたが、再 

確認されず、恐らく絶滅したものと思われる（オオサン 

ショゥモは戦後日本に帰化したもので、熱帯南米原産）。

(4) ミズオオバコ

ミ ズ 太 太 バ コ O ttelia  a lism o id e s  P e r s . の分布は 

国内では本州• 四 国 *九 州 •沖縄、国外では朝鮮• 中国 

大陸•台湾•フイリピン•東南アジア.ヨーロツハ商部. 

ァフリカ北東部などが示されている。

本種は、いわゆる南方系のもので、 これまでは北海道 

の分布は知られていないが、武四郎の野帳に記録された 

のが最初である。現在は確認されず、絶種したものと思 

われる。 これも類似植物がない。本州での最北限を知り 

たいが資料不足のためつかまえていない0

(5) カワデシャ

カ ワ 于 シ ャ V eronica  un d u la ta  W a l l .は暖地性一 

熱帯性の水生植物で、国内分布は本州• 四国 •九州•沖  

縄とし、国外では朝鮮•中国•東南ァジァの温帯圏一熱 

帯圏に分布が知られ、北海道分布は知られていない。

生態的にこの南方系の植物が、かっての蝦夷地に植生 

できたか大変疑問に思われる。武四郎が記録したカワデ 

シャは恐らく北方系の類似植物エゾカワデシャV .a m e r  

icana  S c h w .またはマルバカワデシャV .beccabunga  

L . (ヨーロッパ原産種） で後の 2 者はいずれも北海道 

分布となっている。

おわりに

今回は、蝦夷地に関する古記録を目に通すことによっ 

て、幕末までに記録された水生植物についての大要をと 

らえることができたように思う。

中でも、松浦武四郎が記録した水生植物は、最も種が 

多く含まれているだけでなく、その中に暖地性一熱帯性 

の種が見られることは注目すべきことであろう。

武四郎が当時としては、だれよりも多くの水生植物を 

記録することができたわけは、それまで海岸線だけが描 

かれた蝦夷地の地図（林蔵ゃ忠敬等による）の内陸部を 

詳細にうめるために蝦夷地全域の山•川•沢• 湖沼をァ 

イヌの人々の案内によって調査し得た為である。後にそ
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の努力の結果が「東西蝦夷山川地理取調図」28冊となっ 

て大成された0 動植物等の記録は、いわばその折に得ら 

れた副産物だった。

ここでは水生植物のみ記録したが、武四郎の手びかえ

(野帳一2000丁を越える）の中の 1 部に、 いろは順に植 

物がまとめられているほか、あちこちに植物に関する記 

録ゃ植物画等が描かれている。

武四郎の記録した植物5 種 （暖地性一熱帯性）のうち 

伊藤浩司 （ 1 9 8 5 )によってリストアップされたアサザ 

(H a b .石狩）は現存しないが、地理的に記録された位置 

が武四郎の観察地点に接近している。かってはラフシト 

ゥを中心としてその周辺にも分布していたようだ。
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纂 校訂.
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白井光太郎 ( 1 9 0 6 ) :新領ヵラフト嶋二関スル最初ノ邦 

語植物図譜二就テ（植 物 学雑誌第 22巻228号， 

8 〜1 5 p ) .

〇杉浦正己編著 r国指定天然記念物小堤西池のカキツバ 

夕群落を守る』 （小堤西池のカキツバタを守る会発行, 

1991年12月，69頁）

小堤西池のカキツバタ群落が天然記念物に指定され 

た経緯と、その後の保護活動，調査研究の歩みを種々 

の資料や新聞の切り抜きなどを集成してまとめている. 

このほど環境庁長官表彰を受けられた杉浦正己氏をは 

じめ多くの人々の努力があって今日の小堤西池がある 

のだということがよくわかる.

〇緑区•自然を守る会「カタクリの咲く谷戸に横浜• 

新治の自然誌」 （文一総会出版 1991年 9 月，80頁， 

2000 円）

横浜市北部にある小さな町•新治，駅から歩いて10 

分ばかりの場所にいくつもの小さな谷と雑木林のある 

自然が残っている.その自然の姿を，春 •夏 •秋 •冬  

と季節を追いながら写真とエッセイで紹介する.動物 

や植物の単なる写真集ではなく，そこに暮らす人々の 

生活，子共たちの遊びの姿を通じて，人と自然のかか 

わりの原風景を追っている.横浜市内にこれだけの自 

然が残っていたことに驚くとともに，身近な自然を残 

してゆくことの大切さをあらためて考えさせられる良 

書である。 （角野康郎）

〇抄録 A quatics  (V ol.10, N o.4 , 1988)

M ed ic inal U ses of A q u atic  P la n ts  C om m on 

to  F lo r id a  (Sue N ew m an)

多くの水生植物の薬用（黄疽、 リューマチ、筋肉痛、 

結核、気管支炎、コレラなど） としての価値が書かれ

ている。浮漂植物ではボタンウキクサ、ウキクサ、コ 

ウキクサ、ホテイアオイなど、抽 水 （浮葉）植物では 

オモダカ、ハス、 ジュンサイ、 ヒツジダサ、ガマ、 コ 

ウホネ、ウチワゼニグサ、 ヨシ、ギニアグラス、イ、 

ヒトモトススキ、オランダガラシ、エンツアイ、 ヒエ 

の一種など、沈水植物ではフサモの仲間、 リュウノヒ 

ゲモなどが挙げられている。スカルソープも述べてい 

るように、本当に効くのかあるいは心理的なものなの 

かはまだよくわかっていないものが多い。

D eveloping a  P la n  to  M anage L ake V egeta tion  

(S tan ley  A. N icho ls, S andy  E ngel an d  T om  

M cnabb)

水生植物を管理するための方法論。よい計画は以下 

の四条から成る0 ①何が問題かを決定し、②植物の生 

態を知り、③問題に対処するすべての方法を（化学的、 

物理的そして生物的方法）を考慮し、g 果をモニター 

する。

H a lle r ’s H is to r ic a l H ig h lig h ts  (B ill H a lle r)

2, 4 - D が発見され水草の除草剤として用いられる 

までの歴史が詳しく書かれている。1940年代にポコー 

ニーが殺菌用として合成した直後にその植物の成長に 

対する効果がデュポンとアムケムの科学者によって発 

見された〇 2, 4 - D が混ざった殺虫剤をハスの葉に散 

布したところ葉が垂れたという、この1945年の偶然の 

出来事が、2, 4 - D の水生植物に対する初めての応用 

と考えられる。 （国井秀伸）
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